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～ 地域で支えあって高齢者が安心して生活できるまちをめざして～

足 立 あ ん し ん ネ ッ ト ワ ー ク

区
で
は
7
月
か
ら
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
や
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
支
援
の
た
め
に

、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
「
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
地
域
の

方
々
に
呼
び
掛
け
、
実
施
し
て
い
ま
す
。「
足
立
あ
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は

、
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
地
域
ぐ
る
み
で
っ
く
り
出
し

、
快
適
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
見
守
っ
て
い
く
た
め
の
、
民
生
委
員
(

専
門
相
談
協

力
員
)
を
中
心
に
し
た
足
立
区
独
自
の
仕
組
み
で
す

。
高
齢

者
の
お
宅
へ
訪
問
し

、
声
か
け
を
す
る
「
あ
ん
し
ん
協
力
員
」

や

、
高
齢
者
の
方
が
よ
く
立
ち
寄
る
店
舗
の
方
々
な
ど
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
・
発
見
や
相
談
に
応
じ
ま
す

。

あ

ん

し

ん

協

力

員

あ
い
て
い
る
時
間
で
見
守
り

、
話
し
相
手

あ
ん
し
ん
協
力
員
は
、あ
ん
し
ん
協

力
機
関
な
ど
を
と
お
し
て
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
(以
ド
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
)
に
相
談
の
あ
っ
た
高
齢
者
に

援
助
を
行
い
ま
す
。秘
密
の
厳
守
や
公

正
中
立
な
対
応
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
近
所

付
き
合
い
と
し
て
声
か
け
・
見
守
り
、

話
し
相
手
な
ど
を
し
ま
す
。

あ
ん
し
ん
協
力
貝
は
、
各
支
援
セ
ン

タ
ー
1
0入以
上
、総
入
数
翻
入
以
上
を

目
標
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
8
月
1
日

現
在
、約
ぼ
人
の
登
録
が
あ
り
、そ
の

内
訳
は
、
女
性
7
8入
、
男
性
2
9人
で
、

主
婦
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
L

て
い
る
方
、老
入
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
な

ど
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ んし ん協 力員

▲ あ ん しん 協 力 員・あ んし ん 協 力 機 関 に は 、

あ んし ん ネ ットワ ークス テ ッカ ーを は ってい ます

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
協
力
!
!

「
あ
ん
し
ん
協
力
機
関
」
友
和
会

友
和
会
は
、
H
年
5
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
都
営
住
宅
島
根
二
丁
目
第
二
ア

パ
ー
ト
の
住
民
を
中
心
に
、会
員
1
2
0
入

で
高
齢
者
支
援
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

友
和
会
の
様
々
な
活
助
の
中
で
、高

齢
者
の
方
を
見
ま
わ
り
に
行
く
「ひ
と

声
運
動
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
が
、「
あ
ん
し
ん
協
力
機
関
」

と
し
て
の
協
力
の
>
つ
で
す
。

「
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
す
べ
て
の

入
々
が
。心
a
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会

を
作
り
あ
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
足
立
区

が
全
国
の
『高
齢
者
の
国
づ
く
り
』
の

発
信
地
に
な
る
こ
と
が
友
和
会
の
願
い

で
す
」と
語
る
の
は
、
会
長
の
金
f
さ

ん
。友
和
会
で
の
活
動
に
つ
い
て
、会
U

の
皆
さ
ん
は
、「
自
分
が
将
来
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
に
世
話
に
な
る
た
め
の

準
備
で
す
ね
」
と
、笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
す
。今
後
友
和
会
で
は
、
地
城
の

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、地
域
の
支
え
あ
い
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

▲ 毎日のラジオ体操も活動の一つ

あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か

募集しています「あんしん協力員
」

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
。高
齢
者
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、多
く
の
あ

ん
し
ん
協
力
員
が
必
要
で
す
。年
齢
や

責
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
責
任
を
持
っ

て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
限
り
ま

す
。活
動
地
域
は
希
望
す
る
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
地
域
内
で
、
活
動
時
間
は

で
き
る
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
。
希
望
者

へ
は
、
あ
ん
し
ん
協
力
貝
講
習
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
先
n
各
支
援
セ
ン
タ
ー
(

表
―
)
ま
た
は
鳥
齢
サ
1
ビ
ス
課
在

宅
支
援
係

表1　 在宅介護支援センター一覧

あ

ん

し

ん

協

力

機

関

仕
事
を
通
じ
て
目
配
り
、気
配
り

日常生活の中で
、身近にいる気

がかりな方の異変を
、「まちの中

のアンテナ
」として早期に発見し
、

支援センタ
ーや専門相談協力員に

連絡することが役割です
。

8月
1日現在
、高齢者の方など

がよ
く立ち
寄
る商店
街の
「よ
ろず

相談
所
」
(
2
4
)

、老入
クラ
ブ連
合会
(
2
1
7
)

、ボラ
ンティ
ア
連合
会
(
1
6
)
、

公
衆浴
場
組
合
(
9
)、薬局
(
4
)

など
の方
に協力
をお
願
いし
て
いま

す
。

専
門
相
談
協
力
員
(

民
生
委
員
)

身

近

で

安

心

で

き

る

相

談

者

区
長
か
ら
各
民
生
委
貝
に
委
嘱
し
て

い
ま
す
。困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談

を
受
け
、支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を
と

り
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
。

緒
に
考
え
ま
す
。

主
な
役
割
は
、高
齢
者
の
生
活
状
況

の
把
棡

友
愛
訪
問
、サ
ー
ビ
ス
の
芳

情
を
適
切
な
窓
口
に
つ
な
げ
る
こ
と
な

ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、民
生
委
U
の
職
務
と
し

て
児
嗷
・
障
害
・
生
活
保
護
な
ど
の
相

談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

地

域

の

公

的

相

談

機

関

支
援
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
担
i
地
域
を

持
っ
て
い
て
、区
内
に
2
3ヵ
所
あ
り
ま

す
(
表
1
)
。あ
ん
し
ん
協
力
貝
、あ

ん
し
ん
協
力
機
関
、専
門
相
談
協
力
貝

か
ら
の
連
絡
を
受
け
。巡
携
し
て
適
切

な
対
応
を
し
ま
す
。

主
な
業
務
は
、介
護
保
険
に
関
す
る

相
談
や
、区
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
巾
謂
の
受
け
付
け
で
す
。
2
4時
間
の

電
話
相
談
や
、必
要
に
応
じ
て
訪
問
に

よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

足立あんしんネットワークの

お
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

ま
た
は
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
青
少
年
相
談
窓
口
紹
介

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/

指
示
板
/
ひ
ろ
ば
/
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
/
区
長
へ
の
手
紙
か
ら

8
面
▽
▽
▽
荒
川
河
川
敷
の
催
し
物
/
あ
だ
ち
カ

レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

3880- 5678
「 区 民の声」を

お待ちしています

世帯 と 人 口 ( 12年8月1日現在　外国人含む)　世帯数: 278, 060　人口: 637, 778人　 ( 男: 322, 643人、女315, 135人)



2000 年( 平 成12 年) 8 月25 日あ だ ち 広 報第1280 号 ( 2)

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
8
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

講
演
会

「
介
護
保
険
と
自
立
支
援
!
」

日
時
1
9
月
U
日
叫
、
午
後
6
時
～
9

時
場
所
n
K
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
講

師
u
鎌
Ⅲ
ケ
イ
子
氏
(
都
・
老
入
総
合

研
究
所
t
促
研
究
貝
)
定
員
―
沺
人

費
用
u
無
料
奈
f
話
通
訳
っ
き
申

込
u
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
―
基
幹

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0
時
間
コ
ー
ス
)

日
程
-
1
0
月
1
5
日
～
1
2
月
2
3
日
(
t
・

日
曜
日
の
昼
問
)

対
象
u
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
慟
く
意
志
の
あ
る
方
お

よ
び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講
習
期

間
中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る
区

民
ま
た
は
K
内
勤
務
の
方

場
所
u
足

立
区
商
振
連
会
館
(
1
住
仲
町
1
1
5
)

定
員
u
4
0入

※
公
開
抽
選
9
月
2
2日
、

午
前
1
0時
(
東
京
高
齢
協
の
ぞ
み
)
、

出
席
義
務
は
な
し

費
用
u
1
万
7
千

跖
円

申
込
n
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
l

・
生
年
月
日
・
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

申

先
―
惠
球
商
齢
協
の
ぞ
み

〒
圀
・
0
0
7
3

六
町
4
1
3
-
1
0

(
5
8
3
1
)
0
1
2
1

期
限
n
9
月
1
9
日
必
着
※
複
数
応
募

お
よ
び
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
応
募
は
無

効
問
先
u
鳥
齢
計
画
課
計
叫
推
進
係

敬
老
祝
い
品
を

贈
呈
し
ま
す

祝
い
品
n
足
立
区
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
発
行
の
共
通
商
品
券
対
象
H
マ

喜
寿
(
満
刀
歳
T
:
大
正
1
2
年
4
月
2

日
～
1
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
。沺

円
券
1
6
枚
マ
米
寿
(
満
8
8
歳
)
・
・
・
明

治
4
5
年
4
月
2
日
～
大
正
2
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方

。9
円
券
3
2
枚

奈
い

ず
れ
も
9

月
1
5
日
現
在

、区
内
居
住
者

、

申
請
は
不
要

配
付
n

民
生
委
貝
が
訪

問

問
先
n

社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持
ち
、K

か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
貝
が
、
障

害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時
等
u
▽
肢
体
不
日
出
者
関
係
…
9
月

1
2
日
叫
午
後
1
時
～
3
時
マ
視
覚

障
害
者
関
係
・
=
9
月
2
0
日
團
、
午
前
1
0

時
～
正
午
マ
聴
覚
障
害
者
関
係
・
・
・
①

毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時
～
4
時
②

9
月
1
2
日
㈹
、
午
後
7

時
～
9

時

場

所
n

竹

の
塚
障
害
福
祉
館

問
先

峰

朿
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

の
現
況
届
を
9
月
1
1
日
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

今
後
の
支
給
が
停
齔
さ
れ
ま
す
。届
け

出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、必
ず
本
入

が
f
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。現
況
。̀

に
必
要
な
住
民
票
(
外
同
籍
の
方
は
登

録
原
票
記
祺
嘔
項
証
明
書
)
は
無
料
で

す
。
申
請
時
に
証
書
ま
た
は
「
お
知
ら

せ
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・

問
先
U
児
碾
手
肖
係

児
童
手
当
拡
大
分
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

対
象
u
6
年
4
月
2
日
～
9
年
5
月
3
1

日
生
ま
れ
の
児
嗷
(
6
月
1
日
現
在
)

手
当
額
(
月
額
)
I
マ
第
1
・
2
f
・
:
5

千
円

▽
第
3
f

以
降
:
i

万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、9

月
3
0日
ま
で
に
F
続
き
を
す
る
と
、
特

例
措
殴
と
し
て
、3
歳
以
匕
義
務
教
育

就
学
前
の
お
I
さ
ん
に
係
る
認
定
請
求

は
6
月
分
ま
で
(
7
月
以
降
支
給
対
象

に
な
っ
た
場
合
は
そ
の
月
分
ま
で
)
さ

か
の
ぽ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。予
続
き

な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
n
児
童
手
当
係

ダ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

体
の
不
自
由
な
方
の
手
足
と
な
っ
て

一
緒
に
踊
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

日
時
n
9

月
2
7
H
・
1
0
月
2
5
日
・
1
1月
2
2
日
・
1
2

月
2
0
H
・
　
C
M月
晋

・
3
月
髫

‥
(
1

月
は
未
定
)
、
い
ず
れ
も
午
後
0

時
3
0

分
～
2

時
3
0
分

※
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先

―
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日
時
1
8
月
2
9日
㈹
、
で
前
1
0時
～
午

後
3
時

内
容
U
作
衆
見
学
、
作
品
の

展
示
、
嗔
い
す
体
験
、(
I
プ
石
け
ん

作
り
、
ス
テ
ン
シ
ル
な
ど

費
用
U
無

料

※
(
I
プ
石
け
ん
作
り
、
ス
テ
ン

シ
ル
は
実
費
負
担
あ
り

申
込
U
肖
日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
―
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
1

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

第
1
1回
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

日
時
n
9
月
1
0
日
収
、午
前
1
0
時
～
午

後
2
時
3
0
分
(
雨
天
決
行
)
内
容
n

バ
ザ
ー
、
模
擬
叭
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、

入
形
劇
な
ど
費
用
n
無
料
申
込
u

当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
嘔
場
は
あ
り

ま
せ
ん
場
・
問
先
u
梅
島
逝
所
施
設

内
幼
児
指
導
係
(
梅
島
3
t
3
1
1
1
9
、

西
新
井
駅
徒
歩
3
分
)

(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

保
育
マ
マ
募
集

昼
閥
保
護
者
が
働
い
て
い
て
r

ど
も
(

生
後
5

週
問
以
七
3

歳
未
満

の
乳
幼

児
)

の
世
話
が
で
き
な
い
家
庭
の
た
め

に

、
自
宅
で
子
ど
も
を
お
預
か
り
し
、

す
こ
や
か
で
安
全
な
保
育
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
保
育
マ
マ
を
募
集
し
ま
す

。

対
象
I
K

内
在
住
の
2
5歳
以
■
^
8
0歳
未

満
の
女
性
で
、
皿
子
ど
も
を
育
て
た
経

験
四
あ
る
方

②
ほ
か
に
職
業
を
持
た

ず

、
同
居
親
族
で
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
な
い

③
保
育
に
適
し
た
9

。m
(
約
6

畳
)
以
上
の
弾
用
の
部
M

が
あ
る

※
7
科
日
1
2
1時
閥
の
研
修
を
修
了
し

、

認
定
委
U

会
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す

保
育
開
始
-
1
3
年
4

月
～

保
育
料
等
―
利
用
者
か
ら
の
保
育
料
や

区
か
ら
の
助
成
金
な
ど
が
あ
り
ま
す

申
込

―
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
1
9

月
1
4
日
必
着

申
・
問
先

―

保
育
振
興
係

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2

日
制
)

匈
康
診
断
な
ど
で
糊
尿
病
に
唆
注
意

と
一
a
わ
れ
た
方
の
た
め
の
教
賞
で
す
。

日
時
n
9
月
4
日
即
-
‥
‥
一
日
剛
、午
後

1
時
1
5
分
～
3
時
4
0
分
内
容
n
食
事

の
工
夫
と
運
動
、糖
尿
病
と
歯
周
病
予

防
な
ど
定
員
u
6
0
入
(
先
着
順
)

費
用
u

無
料

申
込
l

電
話

場
・
申

・
問
先

―
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
城
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

調
理
体

験
教
室

こ
れ
か
ら
マ
マ
に
な
る
方
へ

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、

楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
手
軽
に
そ
ろ
え
ら
れ
る
食
材
を

使
っ
て
料
理
を
作
る
教
室
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
機
会
に
マ
マ
同
士
お
友
達
に
な

っ
て
み
て
は
。
日
時
u
9
月
7
一
日
内

午
後
2
時
～
4
時
場
所
n
東
和
セ
ン

タ
ー
内
容
―
妊
娠
中
に
必
要
な
栄
餐

の
講
と
料
理
実
習
・
試
食
定
員
u
2
5

入
(
先
着
順
)
費
用
―
細
円
(
材
料

慧
持
ち
物
u
エ
プ
ロ
ン
で
I
角
き

ん
、ふ
き
ん
、筆
記
川
具
申
込
u
電

話

申
・
問
先
n
中
央
本
町
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

「
カ
ル
シ
ウ
ム
増
量
作
戦
!
!
」

(
2

日

制
)

牛
乳
が
だ
め
、
骨
の
あ
る
魚
は
`
'
‥
f

と
い
弓
方
で
も
、
ち
ょ
つ
と
の
工
夫
で

現
在
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
を
増
や
す
骨
づ

く
り
の
J
ツ
を
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。
日
時
n
9
月
1
4
日
Ⅲ
-
2
8
日
㈲
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
l
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
カ
ル
シ

ウ
ム
を
十
分
と
り
た
い
方
内
容
n
カ

ル
シ
ウ
ム
は
ど
ん
な
食
品
に
含
ま
れ
て

い
る
の
?
/
L
手
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と

る
に
は
/
I
H
に
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ

た
ら
よ
い
か
/
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ

ッ
チ
体
採
定
員
u
3
0
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料
申
込
―
竃
話
場
・
申

・
問
先
u
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

暮
ら
し
の
中
の
食
品

・
栄
養
の
ヒ
ン
ト

身
近
な
食
品
の
衛
生
や
栄
養
、体
脂

肋
を
減
ら
す
食
膳
と
連
動
に
っ
い
て
。

綿
に
考
え
ま
し
ょ
う
。日
時
H
9
月

6
日
團
・
B
目
Ⅲ
(
2
日
制
)
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
u
食
品

の
衛
生
、
体
胴
肪
を
減
ら
す
た
め
の
食

生
活
、
自
宅
で
で
き
る
簡
単
体
操

定

員
u
2
5人
(
先
着
順
)
　
費
用
n
無
料

申
込
u
電
話

場
・
申
・
問
先
―
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

在宅介護支援センタ ー

9 月の 家 族 介 護 者教 室

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
の
予
定
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消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
人
隘
一
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、血
液

に
よ
る
検
礎
(
血
清
ペ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

と
従
来
心
X
線
撮
彫
の
い
ず
れ
か
を
逃

べ
ま
す
。ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血
輦

が
少
叺
で
す
み
、妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠

の
叮
能
性
が
あ
る
方
、バ
リ
ウ
ム
の
服

川
が
片
丁
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で
き

ま
す
。日
程
n
衣
I
対
象
n
3
5
歳

以
L
の
区
民
※
肖
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
ぐ
。妊

娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
町

内
容
u
①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
人
腸
が
ん
検
診
②
・

X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
1
5
5
～

6
0
入
申
込
u
(
ガ
キ
に
郵
使
番
阯
、

住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、心
年
月

日
、年
齢
、性
別
、電
話
番
吁
、表
1

よ
り
W
が
ん
検
診
名
(
①
血
液
検
班
J
・

X
線
撮
彫
の
い
ず
れ
か
。方
を
選
択
)
、

検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
。後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

期
限
u
受
診
希
麗
月
の
前
月
1
5
日
必

着
。受
診
・
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
1
0

月
を
希
望
す
る
場
合
、9
月
1
5
日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
9
月
末
口
)
　
※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、受
診
H
が
翌

々
月
に
な
っ
た
り
、受
診
場
所
が
ほ
か

の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
申
・
問
先
u
巾
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒

圀
・
0
0
1
1
中
央
本
町
-
1
5
1
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(直
通
)

表1　 消化器がん検診日程
①血液検査+検便

②X線撮影+検便

女
性
が
ん
検
診

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
麗
の
方
は
、
小

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。H
年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
皿
川
に
受
診
・票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
巾
し
込

み
は
不
要
で
す

。
過
去
1

年
以
内
に

、K

お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
川
種
の
検
診

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

□
女
性
が
ん
検
診

対
象
u
3
0
歳
以
上
の
女
性
K
民
内
容
u

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

□
成
人
健
康
診
査

対
象
1
4
0
歳
以
匕
6
4
歳
(
2
年
4
U
1

日
～
1
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
6
5
歳
と
な

る
方
を
含
む
)

ま
で
の
K
民

内
容
n

血
液

、
尿

、
必
要
に
応
じ
て
心
電
㈲
の

検
食
な
ど
で
、
心
臓

、
肝
臓
、
じ
ん
臓

の
病
気
や
糖
尿
病
、
鳥
血
圧

、
鳥
脂
血

症
な
ど
を
調
べ
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
I
(

ガ
キ
に
郵
便
番
‥
。り
、
住
所
、

氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、
年

齢

、
性
別
ご
電
活
番
号
、
希
望
検
診
名

を
明
記
、
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先

―
成
人
保
健
係

〒
沺
・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

9 月の献血

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元

気

、

わ
た
し

も
元

気

パ
ネ
ル
展
示
や
体
重
・
身
長
・
血
圧

な
ど
の
計
測
、健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
等
u
表
2

費
用
n
無
料

申
込
H
当
日
直
接
会
場
へ

表2　9 月の住区健康フェスティバル

出
張
調
理
体
験
教
室

す
こ
や
か
な
食
生
活
を
送
る
た
め

に
、
知
っ
て
得
す
る
調
理
体
験
教
室
を

川
前
し
ま
す
。食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

と
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
日
時
等
は
相
・
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
a
町
会
・
自
‥
治
会
・
P
T
A
。
自

主
グ
ル
ー
プ
な
ど
費
用
u
材
料
費
な

ど
の
実
9
負
担
あ
り

申
込
l
電
話

申
・
問
先
u
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

節
日
健
診
の
歯
周
病
予
防
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
け
た
方
お
よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が

腫
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。

□
2
0
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
区
民

日
時
u
9
月
5
H
㈹
、
午
後
1
時
1
5分

～
2
時
3
0分

内
容
l
陶
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診
・
健
康
教
室
・
歯
に
関
す
る

相
談
な
ど

定
員
n
3
5人
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料

申
込
u
電
話
ま
た
は
窓

口

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
総
合

セ
ン
タ
1

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
4
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
区
民

期
間
n
通
年
場
所
I
K
内
の
指
定
・
医

療
機
関
内
容
―
歯
周
病
な
ど
の
歯
科

健
診
定
員
n
1
-
釖
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料

申
込
u
(
ガ
キ
に
郵
便

番
り
・
住
所
・
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

、

生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
-
電
話
番

廿
・
「
歯
川
病
健
診
希
9
」
明
記

※

後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・

問
先
U
足
立・保
健
所
健
康
推
進
課
成
人

保
健
係

〒
圀
・
8
5
1
0
中
火
本
町
1
1
1
7
j
l

「
明
る
い
更
年
輝
」

更
年
期
の
上
手
な

む
か
え
方
・
過
ご
し
方

「
。史
年
期
」
は
そ
の
あ
と
の
入
生
を

、

い
か
に
健
康
に
過
ご
す
の
か
を
決
め
る

大
切
な
時
期
で
す

。
こ
の
機
会
に
自
分

の
身
体
の
こ
と
や

、
今
後
充
実
し
た
入

生
を
送
る
た
め
の
人
生
設
計
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時

等

―
表
3

対
象
-
4
0
・
5
0代
の
女
性

定
員
n
4
0
人
(

先
着
順
)
　

費
用

―
無

料

申
込
l
・電
話

場
・
申
・
問
先
u
1

住
保
健
総
介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3 「明るい更年輝」日程

高
齢
者
健
康
診
査

6
5
歳
以
h
の
方
(
昭
和
1
0
年
3
川
3
1

H
以
前
生
ま
れ
)
お
よ
び
4
0
歳
以
h
で

ね
た
き
り
の
方
(
人
院
中
の
方
を
除
く
)

な
ら
、ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
u
9
月
1
日
～
1
0
月
1
6
日
場
所

a
受
診
>
票
に
同
封
す
る
「医
療
機
関
一

覧
表
1
-に
記
秡
さ
れ
た
K
内
医
療
機
関
(
4
0

歳
以
1
1で
ね
た
き
り
の
方
は
恢
師

が
訪
閥
し
健
康
診
を
)
　
内
容
I
マ
必

琅
検
察

、問
診
、
身
体
計
測
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
尿
検
癶

血
液
検
禿
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
を
マ
選
択
検
を

灰
師
が
必
要
と
認
め
た
方
の
み
)
…

貧
血
検
査
、心
。電
図
、ヘ
モ
グ
こ
ビ
ン

A
I
C
、眼
底
検
査
の
う
ち
必
・
妛
な
検

査
※
必
須
・
選
択
検
査
と
も
病
気
治

療
な
ど
で
継
続
的
に
検
食
し
て
い
る
検

査
項
日
は
除
く
費
用
n
無
料
(
た
だ

し
、前
・
記
健
診
内
容
以
外
の
検
査
・
泊

椒
を
行
っ
た
場
合
は
有
料
)
申
込
u

▽
6
5
巌
以
h
の
み
・
:
受
診
票
(
8
月
2
9

日
頃
に
発
送
す
る
尤
心
)
を
持
っ
て
直

接
医
鰕
機
関
へ
▽
4
0
歳
以
h
で
ね
た

き
り
の
方
・
。・
成
人
保
健
係
に
9
月
2
5
凵

ま
で
に
電
話
。受
け
付
け
後
、受
診
表

を
送
付
(
受
診
日
は
医
療
機
関
と
相
談
)

※
受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
1
0
月

2
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
問

先
u
成
入
保
健
係

リ

ウ

マ
チ

講

演

会

「わ
か
り
や
す
い
リ
ウ
マ
チ
の
話
」

日
時
1
9
月
1
9
口
㈹
、午
後
2
時
～
4

時
場
所
u
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
対
象
u

リ
ウ
マ
チ
の
忠
者
と
家
族
講
師
u

榊
原
壤
氏
(
葷
只
大
学
病
院
整
形
外
科

助
教
授
)
定
員
―
慂
入
(
先
着
順
)

費
用
n
無
料
申
込
u
電
話
申
・
問

先
u
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ち
ょ
っ
と
肝
臓
が
気
に

な
っ
て
い
る
あ
な
た
へ

～
ア
ル
コ
ー
ル
を
科
学
す
る
～

お
酒
や
体
の
不
思
議
を
。緒
に
検
証

し
ま
す
。

日
時
u
9
月
7
日
Ⅲ
、
午

後
1
時
3
0分
I
4
時

内
容
u
「
体
を

め
ぐ
る
ア
ル
コ
ー
ル
」
お
酒
を
知
り
匕
f

に
付
き
合
う
術

講
師
―
後
藤
忠
氏
(

成
増
・厚
生
病
院
医
師
)
　
持
ち
物
u

健
診
結
果
(
あ
れ
ば
最
新
の
物
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
)
　
定
員
u
3
0人
(
先
着

順
)
　
費
用
n
無
料

申
込
u
竃
話

場
・
申
・
問
先
―
江
北
保
健
総
介
セ
ン

タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
1
1
・
1
2
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、生
涯
学
習
振
興
公
社

の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。申
込
u

公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
丿
項
を
記
人

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ

ー
枚
に
限
り
ま
す
)
　
期
間
n
9
月
1
H
I
1
0

日
必
着
(
抽
選
結
果
を
9
月
ド

句
に
郵
送
)
　
当
選
者
受
付
-
1
0川
1
2

日
ま
で
に
各
公
礼
施
般
で
利
川
f
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
「
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
」
と
「
那
須
・

森
の
家
」
の
1
2月
3
1
Hの
宿
泊
申
し
込

み
は
、
次
回
1
月
分
利
用
申
し
込
み
と

な
り
ま
す

□
空
き
室
の
利
用

《
1
1
・
1
2
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
・
¥
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
1
0月
1
3

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

《
8
・
9
・
1
0
月
分
》

随
時
、
巾
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
F
約
後
、3
H
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
川
f
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
閥
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

※
8
・
9
月
利
川
分
ま
で
は
旧
科
金
が

適
川
さ
れ
ま
す
。

● 各施設利用案内　11・12月利用分
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二
学
期
が
始
ま
り
ま
す

悩
む
前
に
相
談
を

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
2
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し

、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
お
子
さ
ん
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
休
み
前
は
何
の
問
題
も
無
か
っ
た
子
ど
も
が
、
休
み
を
さ
か

い
に
不
登
校
や
非
行
に
走
る
と
い
っ
た
行
動
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
の
微
妙
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
問
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
も
っ

と
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
、
一
人
で
抱

え
込
む
こ
と
な
く
、
困
っ
た
ら
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
の
教
育
で

困
っ
た
ら
教
育
相
談
室
へ

教
育
相
談
室
っ
て
こ
ん

な
と
こ
ろ

子
ど
も
の
急
激
な
食
化
や
、成
長
に
戸
惑

っ
た
り
、驚
い
た
り
、こ
れ
で
い

い
の
か
と
迷
っ
た
と
き
に
、区
民
の
身

近
な
佃
談
機
関
と
し
て
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。良
休
み
中
も
毎
週
相
談
室

に
姐
い
、た
く
ま
し
く
成
長
を
遂
げ
自

仏
を
回
復
し
て
い
っ
た
お
子
さ
ん
は
た

く
さ
ん
い
ま
す

。

こ
ん
な
相
談
を
受
け

て
い
ま
す

▽
知
能
・
学
業
　
▽
性
格
・
行
動
　
▽

精
神
・
習
癖
　
▽
身
体
・
こ
と
ば
　
▽

進
略
・
適
性
　
そ
の
ほ
か
教
育
に
関
す

る
こ
と

相
談
の
内
訳
は
、不
登
校
に
関
す
る

こ
と
が
例
年
半
数
を
超
え
て
い
ま
す

(
図
1
)
。そ
の
解
決
に
は
、臨
床
心
理
士

や
教
育
の
専
門
相
談
員
か
個
別
に
対

応
し
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

活
動
(
少
人
数
に
よ
る
話
し
合
い
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
)
の
参
加
を
呼
び

掛
け
活
動
し
た
り
、本
人
・
保
護
者
の

同
意
を
得
て
、家
庭
や
学
校
を
訪
川
し

て
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。さ
ら
に
、教

育
相
談
の
学
習
活
動
を
担
当
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
学
級
で
は
、長
期
間
不
登
校
の

状
態
に
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、基

礎
学
力
の
補
尤
(
主
に
国
・
英
・
社
・

数
・
理
の
5
教
科
)
を
行
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る

教
育
相
談

気
に
な
る
こ
と
、心
配
な
こ
と
か
あ

っ
た
ら
、ま
ず
お
子
さ
ん
に
吋
ね
て
み

ま
し
ょ
う
。そ
の
際
に
、自
分
の
感
じ

て
い
る
気
持
ち
を
誠
実
に
伝
え
て
み
る

こ
と
で
す
。何
よ
り
も
、子
ど
も
と
し

っ
か
り
と
向
き
合
え
る
親
、
「聞
く
」

か
ら
「聴
け
る
」親
に
な
ろ
う
と
す
る

姿
勢
が
人
切
で
す

。

相
談
の
申
し
込
み
は

電
話
で
お
近
く
の
相
談
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で

す

。

相
談
受
付
日
・
時
間
=
月
～
金
曜
日

(
祝
祭
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後

5
時

教
育
研
究
所
教
育
相
談
室
(
竹
の
塚
2

-
2
5
-
2
1
)

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

教
育
相
談
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
1
-
3
4
-

7
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

教
育
相
談
鹿
浜
分
室
(
鹿
浜
5
-
2
7
-
1

北
鹿
浜
小
学
校
内
)

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
来
所
す
る
時

間
が
な
い
場
合
は
電
話
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

専
用
電
話
　
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

月
～
金
曜
日
(
祝
祭
日
を
除
ぐ
)

午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

図1　相談区分と創合

青
少
年
を
非
行
か
ら

守
り
ま
し
よ
う

最
近
の
少
年
犯
罪
は
凶
悪
化
し
、重
大

な
事
件
が
和
次
い
で
い
ま
す
。早
期

に
問
題
行
動
の
奪
を
摘
む
た
め
に
も
、

子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向

け
る
こ
と
か
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

非
行
少
年
の
現
状

平
成
1
1
年
に
足
立
区
内
で
補
導
さ
れ

た
非
行
少
年
は
7
2
7
人
、不
艮
行
為
少
年

は
2
千
四
人
で
し
た
(
注
1
)
。非
行

少
年
は
減
少
傾
向
を
示
し
た
も
の
の
、不
良

祐
為
少
年
は
前
年
り
人
幅
に
増

加
し
ま
し
た
(
図
2
)
。

非
行
少
年
の
6
例
以
上
は
、中
・
高

枚
生
か
占
め
て

い
ま
す
(
図
3
)

。

非
行
少
年
の
多
数
は
、初
発
刈
非
祐

(
万
川
き
、自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
を

盗
む
了
の
占
有
離
脱
物
横
領
)
で
あ
り
、

ス
リ
ル
や
遊
び
を
求
め
て
軽
い
乱
持
ち

で
犯
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、社

会
の
規
範
・
ルー
ル
を
改
め
て
認
識

さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

全
国
で
補
導
さ
れ
た
刑
法
犯
少
年

は
、
こ
こ
数
年
の
少
年
人
口
の
減
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
殺
人
・
強
眺
な
ど
の

閃
悪
な
事
件
を
犯
す
少
年
が
節
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
・

ト
ル
エ
ン
な
ど
の
少
年
の
薬
物
乱
用
の

低
年
船
化
が
懇
念
さ
れ
て

い
ま
す

。

お
子
さ
ん
の
変
化
に
注
意
し
て

非
行
は
突
然
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

。日
祐
生
活
の
中
で
次
の
よ
う

な
兆
し
か
あ
っ
た
ら

、
注
意
し
て
く
だ

さ
い

。

①
つ
き
合
っ
て
い
る
友
達
が
変
わ
っ
た

②
電
話
で
呼
び
出
さ
れ
る
機
会
か
川
え

た
　
③
帰
宅
時
間
が
迦
く
な
っ
た
り
、

深
夜
の
外
出
が
増
え
た
　
④
言
葉
遣
い

や
服
装
が
変
わ
っ
た
　
⑤
お
小
遣
い
と

し
て
与
え
て
い
る
以
上
の
お
金
を
持
っ

て
い
る
　
⑥
金
遣
い
が
荒
く
な
っ
た

⑦
部
屋
に
こ
も
り
、会
話
を
避
け
た
り

す
る
よ
う

に
な
っ
た

悩
ま
ず
に
相
談
を

台
東
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
2
8
)
1
0
4
4

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

問
先
=
区
・
生
涯
学
習
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

※
(
注
1
)

非
行
少
年
…
犯
罪
少
年
・
触
法
少

年
・
ぐ
犯
少
年

不
良
行
為
少
年
…
飲
酒
・
喫
鯉
・
け
ん

か
な
ど
、自
己
ま
た
は
他
人
の
徳
性
を

害
す
る
行
為
を
し
て
い
る
少
年

図2　 区内における少年非行の動向
( 過去6年間)

図3　 学識別非行少年

足
立
児
童
相
談
所

都
の
児
童
相
談
所
で
は
1
8
歳
末
満
の
子

ど
も
に
閥
す
る
相
談
で
あ
れ
ば
ど

な

た
か
ら
で
も
お
受
け
し
ま
す

。

□
相
談
内
容

▽
育
成
相
談
(
不
登
校
、性
格
行
動
、

し
っ
け
、適
性
等
)

▽
非
行
相
談
(
ぐ
犯
行
為
、触
法
行
為
)

▽
身
体
障
害
・
知
的
障
害
相
談
な
ど

そ
の
ほ
か
、一
時
保
護
や
治
療
指
導
な

ど
を
行
い
問
題
解
決
を
図
り
ま
す
。

相
談
時
間
=
月
～
土
曜
川
　
午
前
9
時
～

午
後
5
時

問
先
=
都
・
足
立
児
童
相
談
所
(
西
新
井

本
町
3
-
8
-
4
)(

3
8
5
4
)
1
1
8
1

相
談
等
は
す
べ
て
無
料
で
す

。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

～
お
子
さ
ん
自
身
か
ら
の
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
～

いじめに関する相談は
小・中学生のいじめ相談

3880- 5577
月～金曜日( 祝日を除く)

午前9時～午後4時30分
( 教育委員会教育指導室内)

忘れていませんか。災害の恐ろしさ

災害は突然やってきます
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、あ
な
た
は
す
ば
や
く
、落
ち
着
い

て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。有

珠
山
の
噴
火
や
伊
豆
諸
島
群
発
地
震
の

よ
う

に
、
災
害
は
い
つ
私
た
ち
の
身
に

降
り
か
か
っ
て

く
る
か
わ
か
り

ま
せ

ん

。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

的
確
な
行
動

を
と
る
た
め
に
は

、
日
ご
ろ
か
ら
の
準

備
や
訓
練
が
不
可
欠
で
す

。
家
庭
で
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

、
も
う
一
度
確
認

し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

□
地
震
が
起
き
た
と
き

◎
第
一
に
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
す

地
震
発
心
時
に
人
け
が
を
し
て
し
ま

っ
て
は
、安
全
な
場
所
へ
の
避
難
や
、

火
災
な
ど
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
と
い
っ

た
行
動
に
移
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
す

。
そ
の
上
で

、
次
の
よ
う
な
行
動

を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
排
れ
を
感
じ
た
ら
、使
用
中
の
ガ
ス

な
ど
の
火
を
す
ぐ
消
す
。

▽
丈
人
な
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を

隠
す

。

▽
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
、
出
口
を

確
保
す
る
。
た
だ
し
、
あ
わ
て
で
外
に

は
爪

び
出
さ
な
い
。

▽
家
の
批
壊
が
激
し
か
っ
た
り
、
消
せ

な
い
火
災
が
允
生
し
た
と
き
は
、
す
み

や
か
に
避
難
す
る
。

▽
避
難
の
と
き
に
は
、
ガ
ス
の
元
栓
を

締
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
お
ろ
す
。

▽
外
に
出
る
と
き
に
は
、必
ず
頭
部
を

保
護
す
る
よ
う
に
す
る

。

▽
防
災
無
線
・
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
正
し

い
情
報
を
人
手
す
る

。

□
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
と
点
検
を

◎
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

両
手
が
使
え
る
よ
う
、リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
タ
に
貴
重
品
や
医
薬
品
、衣
麹
や
食

料
品
な
ど
を
入
れ
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、食
糧
品
の
有
効
川
限

な
ど
を
考
慮
し
て

、
定
期
的
に
入
れ
替

え
る
こ
と
か
人
切
で
す

。

準
備
し
た
非
常
持
ち
出
し
袋
は
、い

っ
で
も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
置
き
、避

難
す
る
と
き
に
誰
か
持
ち
出
す
か
を
家

族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
防
災
訓
練
の
主
役
は
皆
さ
ん
で
す

防
災
綱
練
は
、区
民
の
皆
さ
ん
が
主
役

と
な
り
、自
分
の
身
体
で
体
験
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。区
で
は
「避
難
所
運

常
糾
練
」を
火
施
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
避
難
所
と
な
る
学
校
で
地
域
の
皆

さ
ん
が
避
難
所
を
開
設
し
運
営
す
る
訓

練
で
す
。ま
た
同
時
に
、消
防
署
の
協

力
に
よ
り
、初
期
消
火
や
応
急
丁
町
の
訓
練

な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
訓
糾
は
町
会
・
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
て
避
難
所
ご
と
に
作
る
避
難

所
運
営
会
議
が
計
画
し
て
い
る
も
の

で
、区
で
は
年
間
を
と
お
し
て
必
要
な

支
援
を
行
い
ま
す
。昨
年
度
は
、7
1
ヵ

所
で
火
施
さ
れ
、2
万
1
8
6
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た

。

問
先
=
災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

東
京
都
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

都
の
1
2
年
度
東
京
都
総
合
防
災
訓
練

(
ビ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
東
京
2
0
0
0
)

が
、都
内
1
0
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。足

立
区
で
は
舎
人
公
園
か
公
場
に
な
り
ま

す
。会
場
内
で
は
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
活

用
し
た
病
人
等
の
搬
送
、
通
信
連
絡

な
ど
の
訓
練
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
非
常
食
の
試
食
、
災
害
救
助

用
資
器
材
な
ど
の
体
験
も
で
き
、
人
浴

セ
ッ
ト
や
特
殊
巾
両
等
も
特
刈
に
展
示

さ
れ
ま
す
。
日
時
=
9
月
3
日
皿
、

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時
　
場
所
=

都
立
舎
人
公
園
北
西
郎
(
管
理
所
川
辺
)

※
川
辺
道
路
で
は
、
交
通
の
混
雑
か
予

鯉
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す問
先
=
都
・
総
務
局
災
害
対
策
部
応
急

対
策
課

(
5
3
8
8
)
2
4
8
3

足
立
区
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

平
成
8
年
以
降
休
止
し
て
い
た
足
立

区
紀
合
防
災
訓
糾
を
、
1
0
月
2
9
日
晶
に

火
施
し
ま
す
。
会
場
は
荒
川
河
川
敷
で

す
。
時
間
・
訓
練
内
容
な
ど
く
わ
し
く

は
、
あ
だ
ち
広
報
1
0
月
1
0
日
号
に
掲
載

し
ま
す
。

8月30日～9月5日
全国一斉建築物防災週間

毎年、地震・火災・がけ崩れなどの災害により建築物の災

害はもとより、多くの人命が失われています。区では、建
築物の防災対策の推進のために、建築防災相談、防災査

察などを行います。著さんのご協力をお願いします。

問先=建築防災　　3880- 5111( 代)

建築無料相談・不燃化建て替え相談
建築についての全般的な相談や小燃北促走区域内での建
て替え相談( 助成制度の利用方法等) を行います。建物

を建てようとお考えの方、または建て替えについてくわし

く知りたい方は、お気軽にお越しください。　日時=9月1日(
金) 、午前1O時～午後3時　場所=北千住駅西口( 千

代田線入口付近) 　内容等=▽ 建築無科相談( 東京都建

築士事務所協会足立支部) 　　不燃化建て替え相談　▽
建築防災相談　問先=建築防災　　3880- 5111　( 代)

またはまちづくり公社　　3880- 6710( 直通)

都市復興マニュアルの検討をしています
東京に人震災か起きたとき、その後、どのように「まち」

を復興させていくのでしょうか。いつ起こるかわからない

地震に対する備えとして、また、安心して算らせる「まち」

を、地域の皆さんと協力して一日も早く復興させていくた
め。現在、都市復興マニュアルの整備に収り組んでいま

す。　問先=都市計画課調整係　　3880- 5111( 代)

火災を出さない! ! 　地震による被害を少なくしよう
地震時の消火には3 つのチャンスがあります

チャンス1
( 揺れを感じたとき)

チャンス2
( 揺れがおさまったとき)

チャンス3
( 出火したとき)

いざというときのためには訓練か大事! この機会に防災訓練に価加しましよう

足立消防署　　　足立消防団
千住消防署　　　 千住消防団
西新井消防署　　 西新井消防団

▲ 消火訓練の様子

▽ 一時集合場所など確認しておきましょう

1
0月
か
ら
施
設
の
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

区
で
は
こ
の
た
び
、
区
内
各
施
設
の

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。皆

さ
ん
か
利
用
す
る
施
設
の
使
用
料

は
、
施
設
の
維
持
・
秤
理
に
か
か
る
経
費

が
税
金
と
使
用
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
を

使
用
す
る
特
定
の
利
用
者
だ
け
か
利
益

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
負
担
の

公
平
を
回
り
、
適
正
な
負
担
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ

ど
、
1
0
月
か
ら
(
一
部
施
設
に
例
外
布

り
)
現
行
額
を
お
お
む
ね
5
%
程
度
値

上
げ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
の
方
(
満
7
0
歳
以
上
)
、
障
害

の
あ
る
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
1
人
)
に

つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
社

会
参
加
の
機
会
の
拡
人
を
図
る
視
八
か

ら
、
個
人
利
用
に
か
か
わ
る
施
設
の
使

用
科
は
免
除
に
な
り
ま
す
(

宿
泊
施
設

は
除
く
)
。

な
お
、
1
0
月
1
日
の
区
民
の
日
に
は
、

個
人
利
用
に
か
か
わ
る
施
設
が
無
科
で

利
用
で
き
ま
す
(
宿
泊
施
設
、
公
議
賞

等
利
用
、
団
体
に
よ
る
利
用
は
除
く
)
。

各
施
設
の
使
用
科
な
ど
、
く
わ
し
く

は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
総
務
課
》

10月1日から

自転車駐車場の利用料を改定します

10月1日から自転布駐車場の利用科金が次のとおり変わりま

す。

1. 定期利用料　2, 100円　※ 綾瀬北は据置1, 000円

2. 一日利用料　120円　※ 北千住西口3階は据置100円
3. 階層割引( 新設) 　2階利用は定期利用科から100円引き、3
階利用は200円引き

4. 学生割引　対象=現行の高校生以下が、大学生・専門学生
等も含まれます。割引=　12年度…定期利用料( 階層割引後)

から800円( 400円) 引き　　13年度… 600円( 300円) 引き　▽ 14
年度以降… 400円( 200円) 引き　※ ( 　) 内は綾瀬北
5. 一日利用料の減免( 新設) 　満70歳以上の方、身体障害者手帳

・愛の手帳・精神節害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護

者1人分は、一日利用科は免除になります。ご利用の際は、保

険証・手帳等を提示してください。

問先=交通安全対策課自転車係　3880- 5111( 代)

高
齢
者
ね
た
き
り
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

―
ね
た
き
り
・
痴
呆
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い
―

9
月
1

日
～
1
0
月
1
5
日

区
で
は
、
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生

活
で
き
る
仕
机
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
健
康
で
、
允
火
し
た
高
齢
期
を

迎
え
る
た
め
に
は
、
衣
い
と
き
か
ら
生

活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
づ
く
り
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
人
切
で
す
。
「
ね

た
き
り
・
痴
呆
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
区
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
・
企
業
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
収
り
組
み
で
、
は
じ
め
て
こ
の
課
題

は
解
決
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

9
月
1
日
か
ら
1
0
月
1
5
を
「
ね
た

き
り
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
と
し
、住

区
セ
ン
タ
ー
、保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、様
々
な
健
康
づ
く
り
の
行
事

を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
区
民
事
務
所
や
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す

□
ご
参
加
く
だ
さ
い
「
あ
だ
ち
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

日
時
=
9
月
9
日
(
土
)
、午
前
1
1
時
3
0
分

～
午
後
4
時
　
場
所
=
区
役
所
斤
舎
ホ

ー
ル
　
費
用
=
無
料
　
内
容
=
▽
地
域

活
動
発
表
　
▽
講
演
・
・
・
脳
を
元
乱
に
柔

ら
か
く
　
▽
音
楽
・
・
・
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
　
▽
展
示
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
・
:
介
護
保
険
/
食
品
/
環
境
/
保
健

/
　
　
/
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
　
測
定
ほ

か
　
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
問

先
=
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

生涯教育推進期間協賛事業

あしだち大学
参加者募集

日
時
等
=
下
表
　
対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
で
6
0
歳
以
上
の
方
(
9
月
1
日
現

在
)
　
定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)
　
※
中

部
コ
ー
ス
の
み
5
0
人
　
費
用
=
無
料
　

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
什
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、
「○
○
コ

ー
ス
希
望
」
を
叫
記
　
期
限
=
9
月
2
日

消
印
有
効
　
場
・
申
・
問
先
=
下
表

の
各
会
場

□
公
開
講
座

「
も
う
一
度
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
　
楽

し
い
生
き
方
」

各
コ
ー
ス
の
大
学
講
座
は
高
齢
者
か

対
象
で
す
か
、公
開
講
座
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。　
日
時
=
9
月
2
0

日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
場

所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
　
内
容
=

講
演
…
原
啓
次
郎
氏
(
経
営
教
育
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
)
　
定
員
=
2
0
0
人
(
先
着

順
)
　
費
用
=
無
科
　
申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ
　
問
先
=
下
表
の
各
老
人
館

ま
た
は
住
区
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

<公開講座>　全コース共通

<生きがい教養・中部コース>「遊び心」から「学び心」へ

中部老人館〒123- 8522　関原2- 10- 10　　　3889- 4661

※ いずれも木曜日、時間は午後1時30分～3時30分。10/ 19のみ場所は炎天寺

<高齢者問題・西部コース>「自己変革へのチャレンジ」
西部老人館
〒121- 0864　鹿浜2- 24- 2　　3997- 5016

※ いずれも火曜日、時間は午後1時30分～3時30分。10/ 24の時間・場所は別途通知

<郷土伝承・千住コース>「千住のまち　再発見」
千住老人館
〒120- 0041　千住元町34- 1　　3882- 2765

※ いずれも金曜日、時間は午後1時30分～3時30分、11/ 17は午前
10時～午後1時。食材は実費負担
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催
し
物

ガ
イ

ド

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
8
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け

凡例
申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

―
子
育
て
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
―

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、了
育
て

中
の
人
た
ち
を
支
え
、励
ま
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、住
K
セ
ン
ター
・
保

健
燮
‥
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
城
で
活
躍
中

で
す
。子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
動
が
で
き

る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
※
F

育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

つ
い
て
は
あ
だ
ち
広
報

7
月
1
0
日
号
の
特
集
で

紹
介
し
て
い
ま
す
日

程
n
表
l
場
所
I
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
1
1
/
1
8
の

特
別
講
座
の
み
教
育
研

究
所
)
定
員
n
4
0
入

(
抽
選
)
費
用
n
無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、職
業
、電
話
番
号

、志
望
動
機
(
短
文
記
絃
)
を
明
記

期
限
U
9
月
1
1
H必
着

申
・
問
先
―

生
涯
学
習
課
家
庭
教
肯
担
当

〒
凶
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

表1　子育てアドバイザー養成講座日程表

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
匕
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
>肉

を
1
1映
し
ま
す
。
日
時
1
9
月
9
日

出
、乍
前
1
1
1
時

内
容
U
「
歐
界
文
化

遺
産
記
念
作
品
　
コ
ガ
ヤ
と
と
も
に
」
(
5
4

分
)・・・
合
掌
造
り
の
叭
飛
騨
白
川

郷
の
、屋
根
葺
き
の
材
料
コ
ガ
ヤ
の
育

成
を
と
お
し
、伝
統
的
な
集
落
の
生
活

を
考
え
る
。
費
用
n
無
料

申
込
n

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
n
郷
k

博
物
館
　
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

地
域
指
導
者
養
成
講
座
②

絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
い
ち
・
に
・
の
・
さ
ん
!
～

f
ど
も
も
人
入
も
び
っ
く
り
す
る
絵

本
、
は
っ
と
す
る
発
見
が
あ
る
絵
本
を

作
り
ま
す
。
日
時
n
9
月
7
日
・
2
1

H
・
2
8
日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
後

7
時
～
9
時
場
所
n
青
年
セ
ン
タ
1

対
象
u
青
少
年
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た

は
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
先

生
等
講
師
u
下
村
一
氏
(
こ
ど
も
の

城
ス
タ
ッ
フ
)
定
員
u
3
0
入
(
先

者
順
)
費
用
n
無
料
申
込
u
電
話

期
限
u
9
月
4
日

申
・
問
先
―
少
年

育
成
係

暮
ら
し
つ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

か
ら
だ
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
～

く
す
り
の
こ
と
　
病
院
の
こ
と
～

く
す
り
の
基
礎
知
識
や
I
な
医
者

の
か
か
昨
方
な
ど
、
暮
ら
し
の
な
か
の

健
康
を
考
え
ま
す
。
日
時
U
9
月
2
2

H
㈲
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

場
所
I
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
H
K

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師
n

沖
山
敏
子
氏
(
薬
刑
師
)

定
員
-
3
0

人
(
先
着
・順
)

費
用
―
無
料

申
込
u

電
話

申
・
問
先
n
消
費
者
セ
ン
タ
1

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

「
子
育
て
の
悩
み
も
、男
女
の
共
同
参
画
で
!
」

最
近
、
親
が
自
分
の
f
ど
も
を
鹿
待

し
て
し
ま
う
こ
と
が
、大
き
な
社
会
問

路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
f
ど
も
が
か
わ

い
く
な
い
親
は
、
い
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。で
も
、
い
つ
も
無
条
件
に
、
f

ど
も
を
か
わ
い
い
と
思
え
る
親
ば
か
り

で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
'
rど

も
を
か
わ
い
い
と
い
う
感
情
は
、
了
育

て
の
過
利
の
中
で
「
作
ら
れ
る
」
も
の

の
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
虐
待
は
父
親
や
周
囲
の
協

力
・
理
解
が
な
け
れ
ば
防
齔
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
生
命
の
健
や

か
な
成
長
も
、
子
育
て
も
、男
女
の
共

同
参
両
が
あ
っ
て
こ
そ
、
創
ら
れ
る
も

の
で
す
。

K
で
は
、女
性
総
介
セ
ン
ター
の
女

性
相
談
や
、
保
健
所
・
保
健
総
介
セ
ン

タ
ー
で
、1
育
て
の
和
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
(
f
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
)
。
問
先
n

攵
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

も
っ
と
自
分
を
好
き
に
な
る
た
め
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
『ヴ
ィ
ーア
イ
ム
』

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
己
嫌
悪
に
陥
る
こ
と
は
だ
れ
に
で

も
あ
り
ま
す
。じ
っ
と
我
慢
し
て
い
る

よ
り
も
、誰
か
に
聞
い
て
も
ら
う
と
心

が
楽
に
な
昨
ま
す
。

と
き
に
は
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
女
性
だ
け

の
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
気
兼
ね
な
く
、

自
分
の
気
持
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
程
U
9
月
5
日
～
1
0
月
2
4
日
の
毎
週

火
曜
日

※
時
閥
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

場
所
I
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
―
K内
在
住
・
在
勤
の
女
性

定

員
U
1
5人
(
先
着
順
)
　
費
用
U
無
料

申
込
U
電
話

申
・
問
先
U
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

1
2年
度
特
別
区
職
員
採
用
選
考
(
Ⅲ
類
・
事
務
)

第
I
次
選
考
日
n
1
0
月
1
5
H
沺
採
用

予
定
年
月
日
1
1
3
年
4
月
I
ロ
以
降

採
用
予
定
人
員
u
1
6
入
受
験
資
格
等

u
次
の
す
べ
て
に
該
肖
し
、日
本
国
籍

を
有
す
る
入
工
身
体
障
害
考
福
祉
法

第
1
5
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
f
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
入
t
。選
考
巾
込

時
お
よ
び
採
川
時
に
お
い
て
引
き
続
き

特
別
K
の
区
城
内
に
住
所
を
有
す
る
入

筒
学
歴
を
川
わ
ず
、附
和
4
8
年
4
月
2

日
か
ら
附
和
5
8
年
4
月
1
H
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
富
‥
力
に
よ
り
辿
勤
が
で

き
、か
つ
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
入
⑤
通
常
の
勤
務
時
間
に

対
応
で
き
る
人
嶌
-
活
字
印
刷
文
に
対

応
で
き
る
入

申
込
期
限
n
マ
郵
送・
:
9

月
1
9
H消
印
有
効

▽
持
参
…
2
3区

各
区
入
嘔
批
当
課
、
9
月
2
0
ロ
ー
2
1
H

/
特
別
K
人
事
委
貝
会
事
務
局
任
用

課
、9
月
2
2
日
ふ
(
一
日
※
い
ず
れ
も

午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
書
類
配

布
場
所
n
2
3
K
各
区
役
所
ま
た
は
特
別

K
入
嘔
委
艮
会
事
務
局
征
川
課
申
‘

問
先
n
特
別
K
入
事
委
U
会
小
務
局
任

川
課
採
用
係
〒
囘
・
0
0
7
3
r
代

川
K
九
段
北
I
-
1
-
4
束
京
K
政
会

館
内
　
　
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
2
4時
間
)

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/

s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
m

ま
た
は
区
・
職
員
課
入
嘔
係

学
び
ピ
ア
2
1
(
中
央
図
書
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
)
臨
時
休
館

館
内
消
4
の
た
め
、9
月
1
1日
剛
は

全
館
(
中
火
閥
政
館
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
)
を
臨
時
休
館

し
ま
す
。

問
先
l
中
央
㈲
`
‥
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

図

書

館

の

臨

時

休

館

防
災
設
備
点
検
の
た
め
、
図
書
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、開
館
中
の
回
書
館
を
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

▽
保
塚
図
書
館
・
・
‘
9
月
3
H
剛

▽
江
北
・
鹿
浜
図
書
館
・
:
9
月
1
0
日
賄

マ
興
本
回
書
館
・
:
9月
1
4日
Ⅲ

▽
東
和
・
梅
川
図
滌
館
・
:
9
月
1
6
日
巾

マ
佐
野
図
書
館
…
9
月
1
7日
剛

▽
伊
興
関
β
館
・
:
9
月
2
0
日
Ⅲ

▽
新
旧
図
書
館
・
:
9
月
2
4
日
卯

問
先
n
中
央
関
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
1
1
月
号

投
稿
募
集

「
私
の
好
物
」

1
1月
号
の
テ
ー
マ
は
、「
私
の
好
物
」

で
す
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
海
の
幸
・

山
の
幸
な
ど
皆
さ
ん
の
好
き
な
食
べ

物
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。
選
考
の
う
え
、
掲
載
さ
れ
た

方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
申
込
n
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

「
読
者
の
ぺ
1
ジ
」
を
明
記
し
、
椢
字

程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で

期
限
1
9
月
1
4日
必
着

申
・

問
先
U
広
報
係

〒
圀
・
8
5
1
0
中

央
本
町
―
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

掲
示
板

□
「卒
寿
(
9
0
歳
)
」家
庭
の
方
へ
換

気
扇
を
無
料
で
清
掃
し
ま
す

期
間
n
1
0
月
1
日
～
1
1
月
3
0
日
対
象

-
1
2年
4
月
I
H
現
在
で
9
0歳
(
明
治
4
2

年
4
月
2
H
1
明
治
4
3年
4
月
1
日

生
ま
れ
)
の
方
が
曙
住
す
る
肚
帯

内

容
u
一
般
換
気
扇
の
清
掃

申
込
n
電

話

期
限
n
9
月
3
0日

申
・
問
先
ｕ

足
立
K
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

□
一
日
だ
け
の
広
重
展

日
時
1
9
川
6
H
團
、午
前
1
1
時
～
午

後
5
時

場
所
l
朿
岳
寺
(
竹
ノ
塚
駅

徒
歩
7
分
)

内
容
u
広
重
オ
リ
ジ
ナ

ル
版
画
2
0点
艇
示

費
用
n
無
料

※

午
後
1
時
3
0分
か
ら
広
服
会
に
よ
り
第
1
4
4

回
日
の
広
重
忌
が
行
わ
れ
ま
す

問

先
―
栃
木
県
馬
頭
町
広
蔵
美
術
館

0
2
8
7
(
9
2
)
1
1
9
9

□
休
日
柔
道
接
骨
施
療

足
を
K
柔
道
接
骨
師
会
で
は
、
従
来

の
日
曜
施
療
を
変
。史し
て
、休
日
・
祭

日
に
1
番
制
に
よ
る
休
日
施
療
を
K
域

別
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
問
先
u
休

日
柔
道
接
竹
施
療
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

□
精
神
障
客
者
作
業
所
指
導
員
募
集

対
象
―
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
看
護
卒

者
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
知
識
と
経

験
を
有
す
る
2
5歳
以
L
の
方

申
込
u

電
話

期
限
u
9
月
詢
日

申
・
問
先

―
あ
し
な
み
会
運
営
委
貝
会
嘔
務
局

(
3
8
8
8
)
1
4
7
0

□
ひ
ま
わ
り
園
職
員
募
集

職
種
―
知
的
障
害
者
の
介
助

勤
務
時

間
n
5
時
間
(
午
前
9
時
～
午
後
3

時
)

時
給
―
籾
円

勤
務
場
所
u
竹

の
塚
、
谷
在
家
、授
産
・
更
生
施
設

採
用
u
9
月
1
日

申
込
n
電
話

申

・
問
先
u
ひ
ま
わ
り
園

(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

プ
ロ
の
川
店
は
で
き
ま
せ
ん
。
問

先
U
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
　

▼
9
月
1
7
日
闃
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
ノ
6
0
K画
/
川
店
料
1
円
/
毟

話
y
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

あなたの相談室 場所= 区役所北館2 階　 費用= 無料
問先=広聴相談係　　3880―5111㈹

秘密厳守

※ 土曜 一日曜・祝日はお休みです
○ 住宅修翻をお考えの方へ‥ 区内煙築業者の連合団体を紹介しています。電話でお申し
込みください
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く
ら
し
の
情
報

納

税
は
8

月
3
1
日
ま
で
に

1
2
年
度
特
別
区
民
税
・
部
民
税
第
2

期
分
の
納
期
限
は
、8
月
3
1
日
で
す
。

お
y
め
に
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、区
民

嘔
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
納
税
課
納
税
第
。・
納
税
第
。。

係□
口
座
振
替
済
み
の
お
知
ら
せ
「ハ
ガ

キ
」
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

川
曜
引
き
落
と
し
後
に
お
送
り
し
て

い
た
振
替
済
み
の
お
知
ら
せ
は
、
1
2年

度
か
ら
廃
齔
に
な
り
ま
し
た
。
振
替
後

の
状
況
は
預
(
貯
)
金
通
帳
の
記
岐
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、振
抃

済
滷
知
が
特
に
必
要
な
方
は
ご
連
桁
く

だ
さ
い
。
問
先
H
納
税
課
収
納
係

医
療
費
通

知
を

お
送
り
し
ま

す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
、加
人
者
一
入
ひ
と
り
が
ご
自

身
の
健
康
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、そ
の
医
療
に
っ
い
て
も
卜
分
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、医
療
費
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
5

月
に
診
療
を
受
け
た
方
に
、そ
の
月
の

医
療
費
の
全
額
(
1
0剤分
)
を
9
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。た
だ
し
、
総

医
療
我
が
3
1
円
以
ド
の
場
合
や
伏
療

機
関
か
ら
の
騎
求
が
遅
れ
た
場
合
は
、

お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
通
知
は

お
知
ら
せ
で
す
の
で
特
に
手
続
き
は
不

要
で
す
。
問
先
―
国
民
健
康
保
険
課

保
険
給
付
係

9 月 の 国 民 年 金 の 相 談

国民年 金の手続 きや、傑険料の納付 につ い
てご相談に応じ ます。

住
居
表
示
を

再
整
備
し
ま

す

住
居
衣
示
実
旆
済
み
の
区
城
(
M
I
)

で
、区
両
整
理
に
よ
り
新
し
い
街
並
み

が
造
成
さ
れ
た
た
め
、
9
月
2
H
に
化

厨
衣
示
の
冉
整
備
を
実
施
し
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
「町
界
の
変
、皀
」お
よ
び

「街
区
弯
臾
」が
行
わ
れ
、対
象
区
城

の
一
部
の
建
物
の
住
叫
表
示
(
化
所
)

が
変
吏
に
な
り
ま
す
。

住
居
衣
示
の
変
史
に
伴
う
弁
穐
f
続

き
は
、既
に
各
戸
に
配
付
済
み
の
「
住

居
衣
示
変
虹
f
続

覧
衣
」
を
参
考
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。住
所
変
史
f
続
き

に
必
要
な
住
居
衣
示
変
史
証
明
河
は
、
9

月
4
日
以
降
、
満
1
6歳
以
ヒ
の
方
に
2

通
ず
つ
配
付
し
ま
す
。そ
の
後
史
に

変
更
証
明
書
が
必・変
に
な
っ
た
方
、法

入
・
施
設
な
ど
の
変
更
証
明
書
が
必
要

な
方
に
は
、9
月
4
H
以
降
、戸
鱗
住

民
課
住
肝
衣
示
お
よ
び
江
北
区
民
事
務

所
で
無
料
発
行
し
ま
す
。

な
お
、現
在・
Kの
腕
叺
を
付
け
た
委

必
汞
社
が
ご
菎
住
居
λ
示
板
の
収
裃‥

作
業
の
た
め
各
戸
を
訪
問
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

対
象
区
域
―
江
北
r

目
で
扇
こ
F
H‥

の
各

。部

問
先
ｕ
戸
籍
住
民
課
仕
居

表
示

図1　住居表示再整備区域略図

高
齢
者
向
け
住
宅
の

管
理
人
募
集

高
齢
者
向
け
住
宅「
ジ
ル
バ
1
ピ
ア
」

に
人
居
し
て
鳥
齢
者
世
帯
の
日
常
生
活

相
談
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
た
だ
け
る

住
み
込
み
の
竹
理
入
(
生
活
援
助
日
)

を
募
集
し
ま
す
。
対
象
n
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
:銜
5
5歳
以
f
の
成

年
者

②
同
居
す
る
家
族
が
い
る

③

健
康
で
、常
時
在
宅
し
竹
理
入
業
務
が

叮
能
-
一
心
区
内
在
住
』
ふ
・
現
に
住
宅
に

川
窮
し
、速
や
か
に
業
務
に
つ
け
る
(
公

共
賃
貸
住
宅
居
住
者
は
不
叮
)
J

郡
民
住
宅
人
肝
丹
の
所
得
基
準
適
川

※
福
祉
・
保
他
関
係
経
験
者
希
望
募

集
数
1
1
人
募
集
施
設
l
都
営
住
宅

「中
央
本
町
2
、I
J
日
」(
中
央
本
町
2
1

1
7
)
間
取
り
u
3
D
K
謝
礼
I
U

額
7
万
5
r
円
住
宅
使
用
料
本
人
負

担
1
月
額
5
万
円
申
込
n
髄
歴
蠢
を

持
参
受
付
期
間
1
8
月
2
8
日
～
9
月

1
日
申
・
問
u
ｕ
住
七
竹
理
係

足
立
区
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「R
の
お
店
」が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、肖
生
品
(
み
ど
り
の
夢
S

や
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
等
)
の
`
｀
や
ト

レ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
、簡
易
包
装
に

取
り
組
ん
で
い
る
お
店
‘商
店
街
を
ど

み
減
碵
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
「
R
の

お
店
」‘と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
、新
た
に
I
店
が
認
定
さ
れ
、
総
計
8

商
店
街
'
　£
店
に
な
り
ま
し
た
。

「
R
の
お
店
」
の
認
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
新
規
認
定
店

ジ
ュ
ン
&
ヒ
ロ
(
中
央
本
町
3
1
4
1

1
)
　
　
(
5
6
8
1
)
2
2
8
7

取
組
内
容
n
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
(
家

輿
・
電
化
製
品
・
雑
貨
等
)
の
買
い
取

り
・
引
き
収
り
・
販
売

申
・
問
先
I
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

住
宅
市
街
地
整
備
総
合
支
援
事
業

西
新
井
駅
西
口
地
区
の

ま
ち
づ
く
り

区
で
は
、防
災
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会

な
ど
を
通
じ
、
住
宅
巾
街
地
整
備
総
合

支
援
嘔
杲
の
整
備
計
画
を
作
成
し
、西

新
井
駅
西
目
周
辺
の
防
災
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
日
清

勧
跡
地
な
ど
の
拠
点
開
発
に
あ
わ
せ
。

一
体
的
に
道
路
・
公
園
な
ど
の
催
備
を

行
い
、安
令
で
快
適
な
住
宅
市
街
地
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。こ
の
た
び
、肖

該
事
業
の
整
備
計
画
が
、建
設
大
臣
の

承
認
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

防
哭
郎
巾
づ
く
り
の
よ
り
。層
の
推
進

が
図
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
8
月
2
5日
か

ら
次
の
と
お
り
整
備
計
画
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
時
間
n
午
前
9
時
～
午
後
5

時

場
・
問
先
n
都
巾
整
備
課

区

長

へ
の

手

紙

か

ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
車
い
す
用
ト
イ
レ
が
わ
か
る
地
図
を

配
布
し
て
ほ
し
い
(
脣
旨
)

私
は
眼
度
の
身
体
障
害
者
で
、
巾
い

す
唯
活
を
し
て
い
る
。外
出
し
た
い
が
、

一
番
心
配
な
の
は
ト
イ
レ
。亟
い
す
対

応
の
ト
イ
レ
が
区
内
の
ど
こ
に
あ
る
か

が
わ
か
れ
ば
、安
心
で
き
る
。
ぜ
ひ
、

そ
ん
な
地
閥
を
配
布
し
て
ほ
し
い
。

□
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
の
車
い
す
対
応
ト

イ
レ
は
使
い
づ
ら
い
(
要
旨
)

こ
の
公
園
の
申
い
す
対
応
ト
イ
レ
は

便
曜
に
座
っ
た
ま
ま
で
は
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
に
f
が
届
か
な
い
。ほ
か

の
ト
イ
レ
も
嘔
い
す
の
阡
線
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
た
い
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
な

ど
だ
れ
も
が
気
楽
に
出
か
け
ら
れ
る
ま

ち
。そ
ん
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
区
で
は

ハ
I
ド
、
ソ
フ
ト
両
而
か
ら
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

ご・要
望
の
ト
イ
レ
の
地
図
で
す
が
、

区
で
は
、
平
成
1
0年
4
月
に
「
足
立
区

砌
祉
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ーを
発
行

し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
に
は
、車
い

す
対
応
ト
イ
レ
の
ほ
か
、ス
ロ
ー
プ
の

有
無
、出
人
口
の
段
麓
や
障
害
者
川
エ

レ
ベ
ー
タ
な
ど
の
情
轍
を
載
せ
て
お
り

ま
す
。新
し
い
施
設
も
増
え
ま
し
た
の

で
、年
明
け
に
改
訂
版
を
発
行
し
、福

祉
事
務
所
や
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
ター

な
ど
に
お
い
て
お
渡
し
で
き
る
予
定
で

す
。ま

た
、
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
の
ト
イ
レ

は
全
く
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
、
7

速
既
存
の
も
の
夂
a
め
調
査
し
、
車
い

す
利
用
者
の
立
場
か
ら
改
善
す
べ
き
点

は
、
7
急
に
改
修
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
。
私
が
区
艮
に
就
任
し
て
間
も

な
く
、
一
入
の
身
障
者
の
方
か
ら
、
プ

I
ル
の
利
用
に
っ
い
て
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
身
障
者
の
社
会
参
加

を
進
め
る
こ
と
か
ら
も
'
U
r
'
速
、
使
川

料
見
直
し
と
と
も
に
、
減
免
の
検
討
を

指
示
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
1
0

月
か
ら
身
障
者
の
佃
人
利
用
に
つ
い

て
、
施
設
使
用
料
を
免
除
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
身
体
に
障
害
が
あ
る

方
が
気
楽
に
外
出
や
社
会
参
加
の
で
き

る
ま
ち
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
区
民

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
も
何
と
ぞ

お
願
い
し
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

清
掃
ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
1

ご
み
の
分
別
は
あ
っ
て
い
ま
す
か
?

日
常
生
活
で
は
、
色
々
な
ご
み
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
ご
み
に
も
、
叮

燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
そ
し
て
資
源
と

い
う
分
け
方
が
あ
り
、
ご
み
を
集
積
所

に
出
す
と
き
は
、
分
別
を
守
る
と
い
う

ル
ー
ル
か
あ
り
ま
す
。

□
ど
う
し
て
分
別
が
必
要
な
の
?

町
燃
ご
み
に
不
燃
ご
み
が
混
人
す
る

と
、清
掃
L
場
の
焼
却
効
牛
を
低
ド
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、分
別
を
行
う
こ
と
は
、よ
り

。層
の
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
ご
み
の

適
正
処
理
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
ご

み
の
減
量
、資
源
化
な
ど
人
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。

□
分
別
Q
&
A

Q
　
び
ん
は
、
何
で
も
資
源
と
し
て
川

せ
ま
す
か
7・

A
　
飲
料
や
食
料
の
び
ん
は
「
資
源
」

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
が
、化

粧
品
や
薬
‥翩
四
び
ん
は「
不
燃
ご
み
」

に
な
り
ま
す
。

Q
　
庭
の
掃
除
を
し
て
出
た
草
木
は
ど

う
し
た
ら
い
い
で
す
か
?

A
　
草
木
は
「
叮
燃
ご
み
」
で
す
。
少

耻
の
枝
な
ど
は
短
く
切
っ
て
ひ
も
で
束

ね
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、少
量
の
も

の
し
か
出
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、一
日
1
0

㎏
を
越
え
る
場
介
は
、手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

Q
　
ぺ
ｙ
ト
ボ
ト
ル
は
不
燃
ご
み
で
い

い
で
す
か
?

A
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。
集
め

ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
再
生
さ
れ
、

新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ご
み
を
集
積
所
に
出
す
前
に
最
後
の
確

認・・・
収
集
日
は
あ
っ
て
い
ま
す
か
?

ご
み
の
分
別
は
あ
っ
て
い
ま
す
か
?

み
ん
な
で
気
持
ち
良
く
、叭
し
く
ご

み
を
川
し
ま
し
ょ
う
。
(

清
掃
課
)

ひ

ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
K
催
す
る
事
業
で

す
。
掲
繊
の
内
容
は
当
事
膏
閥
で

申
込
期
限
―
掲
載
希
望
月
の
前
月
末

日
掲
載
方
法
―
抽
選
(
採
否
は
連
絡

し
ま
せ
ん
)
　
申
・
問
先
n
広
報
課

〒
a
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1

7
1
1

=
催
し
物
=

★
ク
ロ
ー
バ
ー
ま
つ
り
　
1
0
月
1

日
叫
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
…
…

竹
の
塚
障
占
柵
祉
館
/
バ
ザ
ー
・
活

動
報
■
福
祉
機
器
の
展
示
な
ど
/
無

料
/
足
立
区
ろ
う
者
福
祉
推
進
合
川

委
貝
会

(
3
8
8
5
)
4
5
8
5

★
講
演
懇
談
会
「
子
ど
も
達
の
さ
が

し
物
は
何
で
す
か
」
　
9
月
1
5
H

t
、
午
後
2
時～
4
時
1
0
分
/
生

涯
学
習
館
。
'
町
沢
静
夫
氏
。
/
3

0
入
(
先
着
順
)
T
卸
円
/
事
前
申

込
/
川
中

・
　
(
3
6
0
5
)
8
5
0
8

★
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8
月
2
7
日
剛
、

午
前
1
0
時～
午
後
3
時
/
勝
楽
堂

病
院
ノ
H
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
診
断
、
青
児
相
談
な
ど
/
無
料

/
勝
楽
堂
病
院

(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

★
第
2
回
ぽ
く
と
わ
た
し
の
さ
を
り

織
り
作
品
展
8
汢
'
一
日～
2
7
日

、
午
前
1
0
時～
午
後
5
時
3
0
分

/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
ノ
南
舘

(
3
8
5
2
)
4
3
2
3

=
募
集
=

★
0
2
ク
ラ
ブ
(
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
)
毎
週
火
曜
日
。午
後
7
時
3

0
分
～
9
時
/
興
本
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
月
額
3
1
円
/
横
山

(
3
8
5
5
)
0
6
2
8

★
ド
リ
ー
ム
(
紙
ね
ん
ど
)
　
毎
月

3

回
金
峨
日
、
午
前
9
時
3
0
分～
午

後
o
時
3
0
分
゛
保
塚
セ
ン
タ
1
ほ

か
I
i
I
回
千
釖
円
(
教
材
賢
実
憇

∠
鳥
僑

(
3
8
5
9
)
6
1
5
7

★
す
み
れ
(
生
け
花
)
毎
月
2
川
木

曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分～
正
午

‘
新
川
セ
ン
タ
'
・
。
ほ
か
卜
川
額

2
1
円
、
花
代
1
-
助
円
‘
丸
山

(
3
9
1
4
)
1
9
3
5

★
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク

ル
毎
月
1
川
木
曜
日
ま
た
は
上
曜
日

、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
y
l
回
2
1
-
汕

円
(
花
代
含
む
T
/
宮
川

(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

★
足
立
水
墨
画
振
興
会
'
月
2
川
程

度
、
午
後
一
時～
4
時
/
東
綾
瀬
住

区
セ
ン
タ
'
-
ほ
か
ノ
入
会
金
一
涸

円
、
月
額
2
千
円
(
障
書
考
t
額
)

/
横
島

(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

★
鳥
六
絵
の
会
(
水
彩
画
)
毎
週
木

峨
川
、
午
後
1
時～
4
時
/
鳥
杖
六

月
自
治
会
集
会
所
/
入
会
金
3
千
円

、
月
額
3
1
円
/
熟
年
男
女
/
人
嶋

(
3
8
8
3
)
4
4
4
6

★
大
正
琴
を
楽
し
む
会
毎
月
第
2
・

4
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分～
3

時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
月
額
3

f
刈
円
ノ
山
本

(
3
6
2
9
)
0
3
5
7

★
東
栗
原
剣
友
会
毎
週
H
曜
日
、
午

後
1
時～
4
時
/
東
・
栗
原
小
学
校

/
入
会
金
3
1
-
汕
円
、
月
額
0
円

/
渡
辺

(
3
8
8
3
)
3
2
0
9

★
サ
ン
ロ
ー
ド
料
理
塾
毎
月
第
1
'

3
木
曜
‥
‥
ま
た
は
第
2
・
4
火
曜

日
、
午
前
H
時～
午
後
2
時
/
梅
Ⅲ

二
r
目
y
人
会
金
2
1
円
、
月
額
3

1
汕
円
(
材
料
背
含
む
)
捉
坂

(
3
8
4
0
)
5
4
0
8

□ 「あだち広報・縮刷版」販売中 あだち広報10・H 年度発行分( タブロ イド版) の縮刷版( 2, 630 円、384ペー ジ) を、区政情 報室で販売し ています。 また、区内
各図 舎館で閲覧もできます。 問先= 広報係
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荒川河川敷でのイベントに
出かけてみませんか!

区内を西から柬に流れてい る荒川。
自然を楽しむ、スポーツを楽しむなど
多くの人が、憩いの場所として訪れて

います。
9 月には、河川敷で大きなイベント

が行われます。家族やお友達と一緒に
イベントを見学に出かけてみませんか。

第
1
回
「
足
立
凧
ま
つ
り
」

区
内
小
学
生
が
夏
休
み
の
宿
題
と
し

て
、
親
子
で
作
っ
た
和
凧
2
子
佃
が
荒

川
河
川
敷
の
初
秋
の
人
や
に
舞
い
あ
が

り
ま
す
。

ま
た
凧
の
ま
ち
(
埼
k
県
庄
和
町
・

新
潟
県
自
根
也

か
ら
来
た
伝
統
の
人

凧
も
あ
が
り
、
そ
の
迫
力
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
荒
川
河
川
敷
に
凧
あ

げ
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
9
月
9
日
出
、
午
後
1
時
1
5分

～
3
時
3
0
分
※
雨
天
順
延
9
月
2
3
H

㈲
場
所
・
荒
川
河
川
敷
(
虹
の
広
場
)

内
容
u
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児
童

(希
望
者
)
と
そ
の
親
で
嘔
前
に
作
成

し
た
和
凧
を
あ
げ
ま
す

※
和
風
作
成

の
中
し
込
み
は
、6
月
ド
句
に
締
め
切

り
ま
し
た
。
当
日
は
凧
あ
げ
見
学
の
み

問
先
n
足
立
凧
ま
つ
I
実
行
委
貝
会
事

務
局
(
生
涯
学
刊
課
少
年
育
成
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

〓
和
凧
を
作
る
西
新
井
第
一
小
の
児
童
た
ち

第
2
9回

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼

第
3
回
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

こ
の
人
会
は
、
順
位
を
競
う
も
の
で

は
な
く
、
健
常
荐
と
体
の
不
自
山
な
大

が
と
も
に
コ
ー
ス
を
走
る
も
の
で
す
。

大
会
の
給
水
所
な
ど
で
お
f
伝
い
し

て
い
る
係
貝
の
皆
さ
ん
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
方
々
で

す
。多

く
の
人
た
ち
が

。生
懸
命
走
る
姿

を
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
大
会
へ
の
参
加
巾

し
込
み
は
締
め
切
り
ま
し
た

日
時
1
9
月
1
5
日
㈲
(
雨
天
決
行
)

※
午
前
9
時
4
5
分
か
ら
開
会
式
場

所
U
荒
川
河
川
敷
(
虹
の
広
場
～
赤
羽

ゴ
ル
フ
場
)
問
先
U
曲
‥
‥
本
タ
ー
ト

ル
協
会
　
　
(
3
3
6
3
)
5
3
3
1

ま
た
は
区
・
体
育
振
爬
(担
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

1
0月
1
日
は

国
勢
調
査
の
日

1
0月
1
日
、
全
国

。斉
に
囚
勢・調
を

が
行
わ
れ
ま
す
。
凵
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
が
対
象
の
、
最
も
叺
安
な

統
計
調
介
で
す
。

9
月
中
句
か
ら
、
調
食
U
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
調
査
票
の
記
人
の
お
願
い
に

伺
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
―
足
夊
区
川
勢
調
介
実
施
本
部
嘔
a
Q
(

総
務
課
統
計
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

夕
焼
け
放
送
の
時
間
の
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、9
月
か
ら
1
0月
ま

で
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
U生
涯
学
習
課
調
催
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

労
働
竹
で
は
、
障
害
者
の
雇
刑
促
進

と
職
業
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、9

月

を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

」
と
し
て

全
国
的
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す

。

□
障
害
者
就
職
相
談
会

企
業
と
障
害
軒
の
集
団
見
合
い
方
式

に
よ
る
就
職
相
談
会
で
す
。日
時
U

9
月
2
0
H
Ⅲ
、午
後
1
時
～
4
時
場

所
U

綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

□
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

企
業
で
障
害
者
の
雁
用
を
進
め
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
1
9

月
2
8
H

印

、
午
後
1

時
3
0分
～
4

時
3
0
分

場
所
I

ム
ー
プ
町
M
I

川
区
荒
川
7
-
9
)

□
出
張
職
業
相
談

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
の
窓
口
へ
来
所

附
難
な
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、(
口

I
ワ
ー
ク
職
員
が
出
向
い
て
相
談
を
行

い
ま
す
。
日
時
等
n
マ
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
:
9
息
'
一
日
㈹
、
午

後
1
時
3
0
分～
4
時
▽
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
:
9
月
2
8
凵
啝
、
午

後
1
時
3
0
分
～
4
時

□
障
害
者
就
労
パ
ネ
ル
展

期
間
1
9

月
1
9
‥‥‥～
刀
日

場
所
I
区

役
所
1

階
ロ
ビ
ー

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
n

無
料

申
込
l

当
H

直
接
会
場

へ

問
先
H
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
な

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
た
は
区
・
障
害
福
祉
計
両
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あだちカレンダー　9月
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